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団地関係図
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例４

※塗りつぶし部分は，他棟の区分所有者等との共有関係にあることを示す。

※いずれの例も，区分所有法第６５条の団地関係が成立する（例３は，通路の共有関係を媒介としてＡからＤ全体の団地関係が

 
成立するのみならず，敷地の共有関係を媒介としてＡ及びＢの団地関係並びにＣ及びＤの団地関係が成立する。）
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団地敷地の分割決議の在り方
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団地敷地の分割決議の問題点（注(2)関係）
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分割により，飛び地の団

 地ができてしまう
Ｄが滅失したにもかかわ

 らず，それと無関係のＡの

 みの分割も可能

分割により，公道に接しな

 い土地が発生してしまう
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団地敷地の分割決議の問題点(注(3)関係）
【事例】

・当初は，Ａ１～Ａ１０，Ｂ１～Ｂ１０が甲土地に各２０分の１の敷地共有持分を有していた。

・災害によりＡ棟が全部滅失したことから，甲土地を甲１土地と甲２土地に分割し，甲１土地にＡ１

 
～Ａ１０が各１０分の１，甲２土地にＢ１からＢ１０が各１０分の１を有する旨の決議をした。
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甲土地
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甲２土地甲１土地

各２０分の１の持分

Ａ Ｂ

甲２土地甲１土地

分筆によっては持分自体は変わらないため，

 
甲１土地及び甲２土地の双方の土地につい

 
て，各２０分の１の持分

【①当初】

【②分筆】

Ａ Ｂ

甲２土地甲１土地

【④最終持分】

甲１土地にＡ１～Ａ１０が各１０分の１

甲２土地にＢ１～Ｂ１０が各１０分の１

【③持分移転】

 

問題点

？

 

Ａ１の甲２土地に対する持分が誰に移転したの

 
か不明（Ｂ１に移転したのか，Ｂ１～Ｂ１０に持分

 
に応じて移転したのか，それ以外か）
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